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1. 目的と背景 

GISは、地図を作成することで人間の意思決定を支援するツールであり、公共交通のあ

り方を考える際にもその一助となる。そのため、まずは地方自治体の職員の中で GISの利

用者、理解者を増やしていく必要がある。かつて GISは素人には難しすぎ、高価でもあっ

たためにハードルが高かったが、最近増えてきた無料で使えるWebGISやフリーGISソフ

トウェアは、費用がかからないだけではなく使いやすさ、取っ付きやすさがある。「GIS

とはどんなものか」を知るために、まずは無料で試用したい方も多いだろう。 

 そこで本報告は、無料で使えるWebGISやフリーGISソフトウェアを用いて、沿線地域

の変遷、人口動態や将来推計人口から地域を知ることを通して、公共交通の将来を考える

際に GISを活用できるようになることを目的とする。 

 

２．WebGISやフリーGISソフトウェアを用いて沿線地域を知る 

 モータリゼーションや人口減少、運転手不足等によって、特に地方では公共交通機関の

維持が大きな課題となっている。それぞれの地域における今後の公共交通のあり方を考え

る際には、まず、沿線地域の変遷や現状、そして将来について知る必要がある。さらに、

そこで得た知見を地域住民に説明する機会もあると思われる。そこで、ここでは公共交通

機関の今後のあり方が課題となっている地域を事例として取り上げ、初心者でも無料で使

えてわかりやすい GISを用いて地域を知る方法を提示する。まず、WebGISの事例として

「地理院地図」、「今昔マップ on the web」、「RESAS」、「全国小地域別将来人口推計シス

テム」等を紹介し、その使い方を説明する。次に、必要なデータをダウンロードして準備

し、フリーGISソフトウェアである QGISを用いてそれらを読み込んで表示したり解析し

たりする方法について説明する。 

 

３．GISに関するリカレント講座の紹介 

最後に、筆者が勤務する広島修道大学で 2024 年度から開催している、GIS に関するリ

カレント講座について紹介する。本講座は GIS初心者を対象に「ゼロから１に」を目標に

実施している講座であり、上記のWebGISや QGISを使って実習を行う、オンデマンド形

式中心のオンライン講座である。なお、2026年度は 2026年 10月～2027年 2月に実施予

定である。 


